
一

本
書
は
、
一
九
八
三
年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
、
文
部
省
（
現
在
の
文
部
科
学

省
）
の
科
学
研
究
費
補
助
金
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
総
合
学
術
調
査
「
紀
伊
半
島

の
文
化
史
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
横
田
健
一
）
の
宗
教
班
が
、「
紀
伊
半
島
に

お
け
る
仏
教
諸
派
の
伝
播
」
と
い
う
研
究
課
題
で
実
施
し
た
調
査
成
果
を
ま
と

め
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
二
十
五
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
調
査
期
間
中
に
は
、
①
新
宮
宗
応
寺
文
書
、
②
由
良
興
国
寺
文
書
、
③
小

川
八
幡
神
社
蔵
大
般
若
経
、
④
和
歌
山
真
光
寺
文
書
な
ど
の
調
査
が
行
わ
れ
、
ま

た
期
間
終
了
後
に
も
、
⑤
野
上
八
幡
宮
所
蔵
御
託
宣
記
の
調
査
が
関
連
し
て
な
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
で
は
そ
の
成
果
に
も
と
づ
い
て
、

（
一
）
新
宮
宗
応
寺
文
書
、（
二
）
由
良
興
国
寺
文
書
、（
三
）
野
上
八
幡
宮
所
蔵

御
託
宣
記
な
ど
を
復
刻
し
、
あ
わ
せ
て
（
四
）
小
川
八
幡
神
社
所
蔵
大
般
若
経
調

査
の
結
果
を
収
録
し
、
さ
ら
に
（
五
）
解
説
で
収
録
さ
れ
た
史
料
の
概
要
を
紹
介

し
、
い
く
つ
か
の
論
点
に
検
討
を
加
え
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

二

本
書
の
構
成
お
よ
び
収
録
史
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

口
絵
・
序
・
凡
例

新
宮
宗
応
寺
文
書

一
、
新
宮
宗
応
寺
支
配
下
末
寺
帳
（
寛
政
十
二
年
・
一
冊
）

二
、
熊
野
曹
洞
宗
寺
院
本
末
帳
（
年
代
不
詳
・
一
冊
）

三
、
本
末
未
相
極
内
支
配
下
よ
り
一
札
留
（
寛
文
五
年
・
四
冊
）

四
、
末
寺
よ
り
当
寺
へ
入
末
一
札
留
（
寛
文
十
一
〜
元
禄
九
年
・
一
冊
）

五
、
諸
寺
院
へ
入
末
一
札
留
（
寛
文
十
一
〜
延
享
三
年
・
一
冊
）

六
、
諸
末
寺
よ
り
指
上
申
書
札
等
留
（
寛
文
十
二
〜
正
徳
三
年
・
一
冊
）

七
、
境
内
田
畑
改
に
つ
き
諸
末
寺
よ
り
覚
留
（
延
享
四
年
・
一
冊
）

八
、
宗
応
寺
堂
宇
再
建
願
書
等
控
（
元
禄
七
〜
文
化
六
年
・
一
冊
）

由
良
興
国
寺
文
書

一
、
興
国
禅
寺
諸
末
刹
牒
（
元
禄
七
年
・
一
冊
）

二
、
寛
政
十
二
年
那
智
山
奥
之
院
一
件
書
類
（
享
和
元
年
・
四
冊
）

〈
書
評
〉

薗
田
香
融
編
著
『
南
紀
寺
社
史
料
』

（
二
〇
〇
八
年
七
月
発
行
、
関
西
大
学
出
版
部
、
Ａ
５
判
、
三
八
四
頁
、
定
価
八
、
〇
〇
〇
円
（
税
抜
））

竹

中

康

彦
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御
託
宣
記

野
上
八
幡
宮
所
蔵
（
至
徳
元
年
・
三
巻
）

小
川
八
幡
神
社
所
蔵
大
般
若
経
（
調
査
報
告
）

一
、
大
般
若
経
法
量
一
覧

二
、
大
般
若
経
銘
文
集
成

三
、
大
般
若
経
経
箱
書
集
成

付
一
、
小
川
八
幡
宮
祭
礼
之
記
（
享
保
十
九
年
・
一
巻
）

付
二
、
小
川
旧
庄
中
覚
書
（
大
正
三
年
・
一
冊
）

解
説一

、
序
論
│
紀
伊
半
島
に
お
け
る
仏
教
諸
派
の
伝
播
（
薗
田
香
融
）

二
、
新
宮
宗
応
寺
文
書
と
紀
南
曹
洞
宗
（
薗
田
香
融
）

三
、
近
世
に
お
け
る
紀
伊
国
由
良
興
国
寺
末
寺
と
那
智
山
（
原
田
正
俊
）

四
、
野
上
八
幡
宮
所
蔵
『
御
託
宣
記
』
に
つ
い
て
（
櫻
木
潤
）

五
、
小
川
八
幡
神
社
所
蔵
大
般
若
経
に
つ
い
て
（
薗
田
香
融
）

あ
と
が
き

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
性
格
は
基
本
的
に
史
料
集
で
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
史
料
群
の
概
要
と
基
本
的
な
視
角
に
つ
い
て
は
、
解
説
の
と
こ
ろ
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
書
評
に
お
い
て
は
、
解
説
の
部
分
を
中
心
と
し
て
概
観

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

「
序
論
」（
薗
田
香
融
）
に
お
い
て
は
、
こ
の
研
究
課
題
の
設
定
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
紀
ノ
川
・
櫛
田
川
以
南
の
地
域
（
和

歌
山
県
全
域
と
三
重
県
の
南
部
、
お
よ
び
奈
良
県
の
一
部
）
を
紀
伊
半
島
の
範
囲

と
し
、
そ
の
中
で
の
仏
教
各
宗
派
の
現
状
分
布
と
そ
の
特
色
、
そ
し
て
宗
派
伝
播

の
歴
史
的
経
過
を
概
観
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

問
題
点
に
関
連
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、（
１
）
東
西
南
北
四
牟
婁
郡
地
域
に
お
い
て
非
常
に
顕
著
な
曹
洞
宗
の
分
布

状
況
を
解
明
す
る
た
め
の
新
宮
宗
応
寺
文
書
、（
２
）
東
西
牟
婁
郡
と
伊
勢
・
度

会
郡
に
多
く
分
布
す
る
妙
心
寺
（
法
燈
）
派
寺
院
の
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
由
良
興
国
寺
文
書
、（
３
）
高
野
山
寺
領
荘
園
に
お
け
る
村
落
宗
教
生
活

の
実
態
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
の
小
川
八
幡
神
社
蔵
大
般
若
経
、（
４
）
法

燈
派
の
神
祇
観
を
物
語
る
野
上
八
幡
神
社
御
託
宣
記
、
そ
し
て
（
５
）
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
の
展
開
を
あ
ら
わ
す
和
歌
山
真
光
寺
文
書
と
い
う
調
査
の
視
角
が
示
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
象
徴
的
な
文
書
群
の
分
析
に
よ
り
、
歴
史
的
な
状
況

を
解
明
し
よ
う
と
い
う
方
法
論
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
中
で
も
か
な
り
特
定
の
史
料

に
限
定
し
て
い
る
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
な
お
、
真
光
寺
文
書
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
追
加
報
告
に
期
待
し
た
い
。

「
新
宮
宗
応
寺
文
書
と
紀
南
曹
洞
宗
」（
薗
田
香
融
）
で
は
、
本
書
で
復
刻
さ
れ

た
八
件
の
資
料
を
も
と
に
、
紀
南
地
域
で
一
五
〜
一
六
世
紀
に
急
速
に
発
展
し
て

い
っ
た
曹
洞
宗
に
つ
い
て
、
本
末
関
係
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
と
く
に
表
１
は
そ
れ
を
図
示
し
た
労
作
で
あ
り
、
曹
洞
宗
布
教
の
全
国
展
開

の
様
相
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
本
書
で
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
宗
応
寺
に
は
ほ
か
に
も
多
く
の
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
調

査
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
同
感
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
論
中
で
も
一
部
引
用

さ
れ
て
い
る
「〔
宗
応
寺
由
緒
書
上
〕」
や
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
「〔
宗
応
寺
由
緒

書
〕」（
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
熊
野
速
玉
大
社
の
名
宝
│
新
宮
の
歴
史
と
と
も
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に
│
』、
二
〇
〇
五
年
、
展
示
番
号
１７１
│
１
）
に
よ
る
と
、
宗
応
寺
は
古
く
は
崗

輪
寺
と
よ
ば
れ
、
熊
野
速
玉
大
社
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
本

論
で
「
伝
播
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
熊
野
三
山
に
関
係
す
る
神
祇
信
仰
や
修
験
道

に
注
意
し
て
お
き
た
い
」
と
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
熊
野
信
仰
の
全
国
的
な

拡
大
に
付
随
す
る
人
・
モ
ノ
の
往
来
や
交
通
状
況
な
ど
に
も
視
野
を
拡
大
し
て
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
は
次
項
の
法
燈
派
の
拡
張
に
関
す
る
分
析

手
法
も
あ
る
程
度
応
用
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
近
世
に
お
け
る
紀
伊
国
由
良
興
国
寺
末
寺
と
那
智
山
」（
原
田
正
俊
）
は
、
近

世
の
興
国
寺
末
寺
帳
と
那
智
山
奥
之
院
一
件
書
類
の
分
析
に
よ
り
、
興
国
寺
の
末

寺
の
展
開
と
那
智
山
へ
の
信
仰
と
の
関
係
を
中
心
に
述
べ
る
。
末
寺
帳
の
分
析
で

は
、
紀
伊
半
島
に
お
け
る
興
国
寺
の
法
燈
派
の
末
寺
分
布
は
、
地
図
１
で
図
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
熊
野
三
山
と
伊
勢
信
仰
、
熊
野
参
詣
道
へ
の
関
係
性
が
き
わ

め
て
顕
著
で
あ
る
。
在
来
の
信
仰
を
利
用
し
て
、
法
燈
派
が
在
地
に
食
い
込
ん
で

ゆ
く
様
相
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
那
智
山
奥
之
院
一
件
書
類
は
、
興
国
寺
中

興
の
無
本
覚
心
が
創
建
し
た
末
寺
・
那
智
山
奥
之
院
が
、
近
世
半
ば
の
訴
訟
に
お

い
て
那
智
山
か
ら
独
立
し
た
禅
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
那
智
山
で
行
わ
れ
る
施
餓
鬼
は
、
無
本
覚
心
と
関
係
の
深
い
熊

野
比
丘
尼
の
観
心
十
界
曼
荼
羅
の
絵
解
き
に
お
い
て
も
語
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
無
本
覚
心
の
縁
起
の
中
で
、
覚
心
と
熊
野
権
現
が
交
流
す
る
と
い
う
こ

と
や
、
那
智
山
内
の
葬
送
を
奥
之
院
の
禅
僧
が
担
当
し
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
地
域

の
信
仰
の
重
層
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
野
上
八
幡
宮
所
蔵
『
御
託
宣
記
』
に
つ
い
て
」（
櫻
木
潤
）
は
、「
御
託
宣
記
」

に
収
録
さ
れ
た
「
野
上
庄
託
宣
事
件
」（
建
治
四
年
（
一
二
七
八
）
に
野
上
庄
の

二
人
の
女
子
に
八
万
神
が
憑
依
し
、
無
本
覚
心
と
問
答
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
で

き
ご
と
）
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、『
御
託
宣
記
』
三
巻
の

う
ち
、
上
巻
の
末
尾
に
は
紙
筆
檀
那
と
し
て
、
中
巻
の
末
尾
に
は
覚
心
と
と
も
に

憑
依
し
た
八
幡
神
と
の
問
答
を
聞
い
た
者
と
し
て
、
多
く
の
人
名
が
み
ら
れ
る

が
、
野
上
庄
内
だ
け
で
な
く
且
来
庄
・
山
東
庄
や
伊
都
郡
、
興
国
寺
な
ど
に
関
係

す
る
人
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
興
国
寺
と
の
関
係
と
と
も
に
、
野
上
八
幡
宮
へ
の

信
仰
の
広
が
り
を
表
す
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
の
奥

書
を
記
し
た
書
写
僧
の
吞
空
は
、
同
宮
所
蔵
の
大
般
若
経
の
奥
書
に
「
奥
州
人
」

と
み
え
、
い
ず
れ
も
書
写
に
関
わ
っ
た
勧
進
聖
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

下
巻
末
に
別
筆
で
記
さ
れ
た
嘉
慶
三
年
（
一
三
八
九
）
の
奥
書
の
「
別
峰
叟
」

が
、
無
本
覚
心
と
関
係
の
あ
る
東
福
寺
派
の
僧
・
別
峰
大
殊
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
お
り
、
こ
の
史
料
と
野
上
八
幡
宮
へ
の
信
仰
の
広
が
り
を
一
層
確
認
で

き
る
。

最
後
の
「
小
川
八
幡
神
社
所
蔵
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（
薗
田
香
融
）
は
、
一

九
七
八
年
に
薗
田
氏
が
確
認
（
発
見
）
し
て
以
来
、
様
々
な
意
味
で
注
目
を
集
め

た
資
料
を
初
め
て
本
格
的
に
発
表
す
る
も
の
で
、
す
で
に
薗
田
氏
の
速
報
（「
和

歌
山
県
小
川
旧
庄
五
区
共
同
保
管
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（『
古
代
史
の
研
究
』
創

刊
号
、
一
九
七
八
年
））
が
な
さ
れ
、
ま
た
『
野
上
町
誌
』
下
巻
（
一
九
八
五

年
、
文
化
財
編
、
羯
磨
正
信
氏
執
筆
）
に
は
一
部
が
写
真
付
き
で
紹
介
・
検
討
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
個
人
的
に
も
長
ら
く
公
刊
を
ま
ち
わ
び
て
い
た
正
式
の
報
告

で
あ
る
。
本
論
に
は
、
冒
頭
に
本
経
が
奈
良
時
代
の
経
巻
を
多
く
含
む
、
和
歌
山

県
内
で
も
数
少
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
幸
に
も
所
有
権

を
め
ぐ
る
裁
判
の
俎
上
に
上
が
っ
た
経
緯
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
を
含

め
て
長
く
関
与
さ
れ
て
き
た
研
究
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
保
存
状
況
に
も
言
及
さ
れ
、
今
後
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ
て
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い
る
。
さ
て
、
こ
の
大
般
若
経
に
関
す
る
調
査
報
告
は
、
単
な
る
奥
書
だ
け
の
調

査
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
調
査
水
準
に
則
り
、
各
巻
ご
と
の
詳
細
な
法
量
が
測
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
文
以
外
の
文
字
情
報
は
す
べ
て
書
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ

は
経
櫃
の
墨
書
に
も
及
ん
で
お
り
本
格
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伝
来
状
況
を
判
断

す
る
た
め
の
修
補
情
報
、
と
く
に
修
補
が
ど
の
時
期
の
も
の
か
が
全
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

さ
て
、
本
経
の
成
立
に
つ
い
て
も
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
他
に
は

見
ら
れ
な
い
ほ
ど
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
で

も
天
平
一
三
〜
一
四
年
の
御
毛
寺
（『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
一
七
縁
の
「
弥
気

の
山
室
堂
」
か
）
知
識
経
を
中
心
と
し
た
奈
良
時
代
写
経
（
一
二
〇
巻
）・
平
安

時
代
の
一
日
堂
経
（
一
三
九
巻
）・
南
北
朝
時
代
写
経
（
五
九
巻
）
と
い
う
多
く

の
巻
数
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
の
検
討
は
詳
細
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
弘

三
年
（
一
三
三
三
）
以
後
正
平
十
八
年
（
一
三
六
三
）
以
前
に
小
川
庄
に
中
核
と

な
る
部
分
が
施
入
さ
れ
、
正
平
十
八
年
に
一
〇
〇
巻
以
上
が
高
野
山
大
楽
院
か
ら

補
充
、
そ
し
て
弘
和
二
年
（
一
三
八
二
）
以
降
五
〇
巻
程
度
が
補
写
さ
れ
た
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
大
き
な
異
論
は
な
い
が
、
そ
れ
以
外

に
含
ま
れ
る
経
巻
や
修
補
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
点
が
の
こ

さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
楽
院
な
ど
が
経
巻
の
売
買
・
交
換
な

ど
を
斡
旋
す
る
聖
教
流
通
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
た
と
位
置
づ
け
て
い
る

が
、
筆
者
も
別
の
経
巻
で
同
様
の
存
在
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
り
（
拙
稿
「
紀
の

川
市
下
鞆
渕
・
大
善
寺
所
蔵
の
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研

究
紀
要
』
一
二
、
二
〇
〇
六
年
）、「
中
世
の
根
来
寺
に
関
わ
る
大
般
若
経
に
つ
い

て
」（『
中
世
根
来
の
社
会
史
』
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
海
津
一
朗
研
究
室
、
二
〇

〇
八
年
）、
こ
の
よ
う
な
存
在
を
さ
ら
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
の
作
業
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
本
経
が
根
来
寺
西
方
院
に
お
い
て
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
に
修

補
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
、
そ
の
背
後
関
係
な
ど
に
注
意
し
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
和
歌
山
県
下
の
大
般
若
経
に
つ
い
て
、
五
来
重
氏
の
医
王
寺
経
の
調
査

が
あ
り
、「
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
」
と

い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
本
経
の
「
発
見
」
当
時
の
状
況
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
土

井
通
弘
氏
に
よ
る
那
智
勝
浦
町
楞
厳
院
経
の
調
査
（
土
井
通
弘
「
和
歌
山
県
那
智

勝
浦
町
楞
厳
院
所
蔵
崇
永
版
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（『
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館

研
究
紀
要
』
五
、
一
九
八
七
年
））
や
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
有
田
郡

有
田
川
町
（
旧
清
水
町
）
の
東
大
谷
・
日
物
川
・
二
川
の
三
地
区
に
分
有
さ
れ
て

い
る
大
般
若
経
（
県
指
定
文
化
財
）
の
調
査
（
稲
城
信
子
「
神
仏
習
合
史
料
と
し

て
の
大
般
若
経
」（『
中
世
村
落
寺
社
の
研
究
調
査
報
告
書
』
元
興
寺
文
化
財
研
究

所
、
一
九
八
九
年
））
な
ど
を
嚆
矢
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
本
格
的
な
調
査
が
な

さ
れ
て
い
る
点
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
和
歌
山
県

立
博
物
館
で
は
、
長
保
寺
経
（
海
南
市
）・
相
賀
八
幡
神
社
経
（
橋
本
市
）・
萩
原

自
治
区
経
（
か
つ
ら
ぎ
町
）・
龍
谷
寺
経
（
か
つ
ら
ぎ
町
）・
大
善
寺
経
（
紀
の
川

市
）・
地
蔵
寺
経
（
か
つ
ら
ぎ
町
）
に
関
す
る
調
査
報
告
を
、『
和
歌
山
県
立
博
物

館
研
究
紀
要
』
誌
や
特
別
展
図
録
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

四

本
書
の
意
義
は
、
紀
伊
半
島
に
お
け
る
高
野
山
や
熊
野
三
山
と
い
っ
た
伝
統
的

な
宗
教
勢
力
の
範
囲
の
中
に
、
中
世
後
期
以
降
、
新
興
宗
教
勢
力
が
入
り
込
ん
で

ゆ
き
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
特
定
の
史
料
群
に
よ
っ
て
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明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
史
料
群
は
、
和
歌
山
県
内
で

は
自
治
体
史
な
ど
に
よ
り
一
定
程
度
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
未
調
査
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
本
書
の
よ
う
な
調
査
報
告
が
今
後
と
も
必
要
な
状

況
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
過
疎
化
も
深
刻
で
あ
り
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
広

域
化
し
た
自
治
体
の
文
化
財
把
握
や
保
存
は
厳
し
い
実
態
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
本
書
は
文
化
財
の
調
査
・
保
存
に
携
わ
っ
て
い
る
関
係
者
を
含
め
、
多

く
の
住
民
が
手
に
取
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

以
上
、
雑
駁
な
評
と
な
り
、
誤
解
も
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
編
者
・
著
者

を
は
じ
め
と
し
て
読
者
に
も
ご
海
容
を
願
う
こ
と
と
し
て
、
こ
の
あ
た
り
で
擱
筆

し
た
い
。
な
お
、
す
で
に
佐
藤
健
太
郎
「
書
評
『
南
紀
寺
社
史
料
』（『
熊
野
歴
史

研
究
』
一
七
、
二
〇
一
〇
年
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て

ご
参
照
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）
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